


❸❸
し
まねっ湖
し
まねっ湖

❸❷
し
まねっ湖
し
まねっ湖







❷し
まねっ湖

❻し
まねっ湖

〜
い
きもののひみ

つへ
ん

〜〜
い
きもののひみ

つへ
ん

〜

み
ん
な
で

た
のし
むいきもの

ガ
イ
ド

み
ん
な
で

た
のし
むいきもの

ガ
イ
ド

なまえ：ユビナガホンヤドカリ
生息地：日本各地の河口や干潟など
中海でよく見るヤドカリのなかまです。巻貝の
からを背負ってくらし、成長にあわせて貝がら
から貝がらへひっこしをします。中海ではとき
どき、川から流れてきたカワニナの貝がらをつ
かうこともあります。

ヤドカリのひみつヤドカリのひみつ

よさそうな
貝がらがあるぞ！

おっ！

じーっ

ふむふむ…

なかのようすは
どうかな？

入口の大きさや
なかの大きさも
チェック！

おそうじ♪
おそうじ♪

パチ

パチ

ひっこし
完了〜！

右のハサミが大きいよ

第１胸脚（ハサミ脚）

第２胸脚（歩脚）

おなかはやわらかいよ
右がわに曲がり、

腹部 ( おなか）
おさえる役割があるよ
貝がらをしっかり

尾肢 ( しっぽ）

などをするよ
からだのそうじ

第５胸脚

役割があるよ
貝がらを支える

第４胸脚

眼

第１触角

第２触角

第３胸脚（歩脚）

ユビナガホンヤドカリ

ヤドカリのあし

は何本？
触角のひみつ



❸❼し
まねっ湖
し
まねっ湖

表紙の生きもの アカハライモリ  Cynops pyrrhogaster

こらまたなんだら！こらまたなんだら！其の十六　枯葉魚

ウオ類の幼魚や、アマゾン川にすむリーフフィッシュ
などが知られています。これらの魚は、水中を漂う
枯葉に化けることによって、敵から身を守ると同時
に、餌となる小さなエビや魚を待ち伏せています。
体の厚みが極端に薄く、水の動きに身をまかせて横
を向いたり下を向いたりと、完全に「浮遊物」にな
りきっていますので、初めて見る人が魚だと気づか
ないこともよくあります。
　一方、ゴビウスの大型水槽には、全長70センチ近
くのマツダイの成魚が泳いでいます。幼魚とは反対
に、迫力満点の姿は、水槽で一番目を引く存在と
なっています。マツダイの幼魚を見つけられるよう
な「目」と「感覚」を研ぎ澄ませて、職員一同、今
夏もフィールドへ出かけていきたいと思います。

（中畑勝見）

　夏が終わる頃、職員が近くの海で小さな魚を捕ま
えてきました。枯葉そっくりの姿は、一目でマツダイ
の幼魚だとわかりましたが、驚いたのはその数で
す。30尾近くはいたでしょうか。マツダイは、熱帯
から温帯域にすむ、全長1メートルにもなる大型魚
です。成魚は外洋で生活していますが、幼魚は海面
を漂う流れ藻などに寄り添いながら、海岸近くへ
やってくることがあります。これまでに見かけた幼
魚は基本的に単独でいることが多く、これほどの数
が一度に捕れたのを見たのは初めてでした。もし
かすると同じ時期に生まれたものが、同じ漂流物
に身を寄せながら流れ着いたのかも知れません。
数十尾の幼魚が水面近くをヒラヒラと漂う姿は、
まさに掃き溜めた落ち葉のようでした。
　枯葉に擬態する魚としては、南の海にすむツバメ

　水田や湿地などに生息する両生類で、は虫類の
「ヤモリ」と名前が似ていることから、よくまちが
われます。
　北海道と沖縄を除く、日本全国に分布している
日本固有種です。大きさは10cm程度で名前のとお
り、お腹が赤いことで、カスミサンショウウオなど
と容易に見分けることができます。ざらざらとした
皮フからは、毒を出し外敵から身を守っていま
す。手でさわったあと、そのまま目をこすったり
すると痛くなることがあるので、必ず手を洗いま
しょう。
　夏は、田んぼに集まるアカハライモリたちの姿を
見ることができるかもしれません。

  　（山口勝秀）
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